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１．はじめに 

日本における別荘建築は、交通機関の発達及び西洋文化の導入

により明治 20 年頃から急速に発展した。とりわけ、古都の史跡で

ある鎌倉は、明治期において交通利便性の向上から海水浴場が開

設されるなど、避暑避寒の面から人々の注目を集めた。こうした

動きの中、華族、富裕層らは自らの理想の住まいを実現させるた

め、鎌倉に別荘を構えるようになった。『鎌倉議会史』1 によると、

1903（明治 36）年には 270 戸であった別荘が 1912（大正元）年に

は 480 戸に及ぶなど鎌倉は別荘地として盛んでおり、この動向は

1923（大正 12）年の関東大震災まで続く。 

さて、筆者は、鎌倉における別荘建築の中心にあった旧前田家

鎌倉別邸（現鎌倉文学館、以下「鎌倉別邸」と略す、写真 2）に注

目している。鎌倉別邸は、明治中期頃に旧加賀藩第 15 代当主前田

利嗣侯爵によって建てられた別邸が焼失され、その後数度の改修

を経て 1936（昭和 11）年、第 16 代当主前田利為によって建設さ

れた。1983（昭和 58）年に鎌倉市へ寄贈されたのち、1985（昭和

60）年からは鎌倉文学館として活用されている。「ハーフティン

バーとスパニッシュを基調とし」3 ながら「1930 年代に流行した

と思われる、アールデコの様式が随所に見られる」4 ことが特徴で、

近代鎌倉における別荘文化を読み解ける貴重な遺構である。 

写真 1 鎌倉別邸        写真 2 渡辺栄治 

さて、この度旧前田家資料を管理している（公財）前田育徳会

の所蔵資料のうち、鎌倉別邸の建設過程や建築的特徴が読み取れ

る文献や古写真、図面類の未公開資料が多数確認できた（表 1）。

この資料を通して、これまで不明な点が多かった鎌倉別邸の設計

者・渡辺栄治（写真 25）の建築活動 6 を明らかにすることができ

た。本稿は、鎌倉別邸に関する研究の一環として、新たに収集き

た（公財）前田育徳会の所蔵資料と拙稿 7 での報告をもとに、渡

辺栄治の経歴と作品を整理したものである。 

表 1 新しく収集できた主な資料一覧（（公財）前田育徳会所蔵） 

 

２．渡辺栄治の経歴と作品 

渡辺栄治は、1893（明治 26）年に山形県西村山郡村左沢
あてらざわ

の宮大

工・渡辺栄蔵の一人息子として生まれた。1911（明治 44）年に山

形県工業学校（現・米沢工業高校）を卒業し、翌 1912 年には村井

銀行建築部に務めた 8。この際、村井銀行日本橋本店などを設計し

た建築家・吉武長一 9 に出会い、1915（大正 4）年には吉武の建築

事務所へ転職した。 

その後、明治神宮造営局の嘱託を経て、1922（大正 11）年から

は田園都市株式会社が理想的な住宅地開発を目指し建築部を創

設したことに伴い技師として転職した。同社取締役だった渋沢秀

雄は「会社には矢部金太郎君のほかに、渡辺栄治君という建築設

計家がはいった」10 とし、渡辺を建築家として認めていた。 

写真 3 手島重雄邸      写真 4 中浜東一郎邸 

写真 5 関谷利次邸      写真 6 杉田主馬邸 
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時期 資料名

明治期 鎌倉貸家絵図　付聴濤山荘図

1892（明治25）年5月31日 皇太后陛下鎌倉別邸行啓一件　行啓時部屋割図

1897（明治30）年9月11日 皇太子殿下鎌倉別荘へ行啓一件

1903（明治36）年以降 歳計決算書類　乙号（明治33～36年）

1909（明治42）年6月 皇后陛下鎌倉別荘行啓記録稿　聴涛荘図　鎌倉聴涛山荘之図

1913（大正2）年3月17日 皇后陛下鎌倉行啓関係（写真）

1919（大正8）年8月推定 鎌倉御別荘図面

1934（昭和9）年以降 鎌倉別邸青焼図面・筆写図面

1940（昭和15）年以降 鎌倉別邸新築届の件（昭和2～15年）

1941（昭和16）年 駒場別邸・世子邸改築の書類
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さて、戦前期に流行した建築がテーマ別に紹介された『建築写

真類聚』11 の文化住宅シリーズには、「設計 渡辺栄治」の住宅が 4

棟掲載されている（写真 3〜612）。建築主は、東京電気会社員、医

師、銀行員、海軍軍人のいわゆる中流層で、全て現在の田園調布

3・4 丁目（旧多摩川台）に建設された。写真でみるように、勾配

のある 2 つの直交する切妻屋根を持つ 2 階建て住宅（手島邸・杉

田邸）と、緩勾配で水平線を強調した屋根を持つ 2 階建て住宅（中

浜邸・関谷邸）であった。いずれも洋風意匠を基調としたデザイ

ンで、中浜邸・関谷邸は「洋風中流住宅 ライト風」13 と評価され

ている。即ち、渡辺はある種の理想的な住まいとして、当時流行

したライト風のデザインを提案したと考えられる。しかし 1926

（大正 15）年 1 月、田園都市株式会社内建築部の解散に伴い、渡

辺は同社を退職した。 

1926（大正 15）年 4 月、渡辺は前田家本邸建築技術員として就

職する。転職の背景として、田園都市株式会社での住宅設計の経

験が認められたと考えられる。同年の前田家評議会にて本邸洋館

の建設が決まり 14、渡辺は 1929（昭和 4）年の竣工まで前田家本

邸洋館の工事監督として務めた。 

1936（昭和 11）年に竣工した鎌倉別邸は、前述のようにスパニッ

シュ様式を基調とした 3 階建てであった。照明器具や暖炉等で見

るアール・デコ様式の要素など、書斎（写真 715）にみる独特なデ

ザインは鎌倉別邸の見どころである。 

写真 7 鎌倉別邸 書斎 

鎌倉別邸のほか、渡辺は前田利建邸と内藤政道邸の設計を

担った（写真 8〜916）。詳細は以降の報告に譲るが、全ての外観

にハーフティンバーの特徴がみられ、内部には随所にアール・

デコ様式の影響がうかがえる。 

写真 8 前田利建邸      写真 9 内藤政道邸 

 

３．まとめ 

本稿は、鎌倉別邸の設計者である建築家・渡辺栄治に注目し、こ

の度収集できた新しい資料をもとに、経歴と主要な建築作品を整

理したものである（表 2）。 

山形県出身の渡辺は、1911（明治 44）年に山形県工業学校を卒

業して上京し、村井銀行建築部、明治神宮造営局、田園都市株式

会社を経て、1926（大正 15）年 4 月より前田家の建築技術員とし

て勤めた。 

設計作品としては、田園都市株式会社在籍時に手島重雄邸や中

浜東一郎邸などの 4 邸を設計し、前田家在籍以降は、旧前田家本

邸洋館の工事監督として関わるほか、前田利建邸、鎌倉別邸、内

藤政道邸といった旧華族の邸宅など、洋風デザインの住宅に多数

手掛けたことが明らかとなった。  

表 2 渡辺栄治の経歴 

年代 事柄 

1893（明治 26） 山形県大江村の宮大工の家に誕生 

1911（明治 44） 山形県立工業学校(米沢工業)卒業 

1912（明治 45） 村井銀行建築係に就職 

1915（大正 4） 吉武長一建築工務所勤務 

1917（大正 6） 明治神宮造営局勤務 

1922（大正 11） 田園都市株式会社入社 

1924（大正 13） 
手島重雄氏邸（設計）竣工 
中浜東一郎氏邸（設計）竣工 

1926（大正 15） 
関谷利次氏邸（設計）竣工 
杉田主馬氏邸（設計）竣工 
前田家建築係に就職 

1927（昭和 2） 前田家本邸洋館上棟（嘱託監督） 

1929（昭和 4） 前田家本邸洋館竣工（事務所主任） 

1930（昭和 5） 前田利建邸（新邸）設計に着手 

1933（昭和 8） 
前田利建邸（新邸）竣工 
服部金太郎邸新築事務所勤務 

1934（昭和 9） 鎌倉別邸設計に着手 

1935（昭和 10） 鎌倉別邸改築上棟（設計） 

1936（昭和 11） 鎌倉別邸改築竣工 

1937（昭和 12） 
内藤政道邸設計契約 
内藤邸設計打合せ 

1938（昭和 13） 
内藤政道邸竣工 
侯爵前田家嘱託 

1945（昭和 20） 前田家より駒場の土地購入 

1946（昭和 21） 自宅を新築 

1975（昭和 52） 82 歳で没す 
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